
教 育 活 動 の 努 力 点

令和２年度 甘楽町立福島小学校教育構想

豊かな心の育成
○特別な教科、道徳を核と
した道徳教育の充実

〇人権教育を核とした人間
尊重の心の教育の充実

○自浄力や気づきの心の育
成

〇認め合い、高め合う学級
づくり

〇いじめや不登校・問題行
動等の早期発見・早期解
決

○生徒指導の三機能を意識
し積極的生徒指導を推進

〇教育相談体制の整備充実
〇特別支援教育の充実
○夢を育み、自己肯定感を
高めるキャリア教育の充
実

学校教育基本目標

高い知性と豊かな情操、たくましい意志を持ち、

心身ともに健康で規律ある児童の育成

＊学習指導要領
＊県・町教育行政方針
＊町の学校教育

児童の実態
１明るく素直である。
２挨拶がよくできる。
３話がよく聞ける。
４外で元気に遊び、運動
することができる。

５学校行事など真面目に
取り組む。

６学習規律、集中力の持
続に課題がある。

７国語や算数での学習に
おいて基礎学力・活用
力ともに課題がある。

８人前ではっきりと話す
ことに課題がある。

学校教育態度目標
（目指す児童像）

目指す教師像
◇学び続ける教師
◇子どもと共にある教師
◇規範意識の高い教師
◇保護者の願いを大切にする教師

目指す学校像
◇人のために役立つことができる児
童であふれる学校（基本方針）

◇学ぶ喜びを実感できる明るい学校
◇安全で潤いのある信頼される学校
◇地域に学び、地域と共に歩む学校

望ましい家庭像
◇心の通う温かい家庭
◇躾を大切にする家庭
◇健康と安全に努める家庭
◇挨拶のある明るい家庭

学 校 経 営 具 体 方 針
******* 生き抜く力を培い、「自立」し「共生」できる人づくり *******

‣ ‣１ 「豊かな人間性 確かな学力 健やかな体｣をバランスよく育み、児童が将来自立し共生してくための基礎を培う。

２ 「児童の成長を最大の目標」とし、児童の成長を職員や保護者、地域がともに実感できる学校を目指し、全職員

による共通理解と一貫した指導による児童主体の教育活動を推進する。

３ 「チーム福島」として、職員一人一人の特性を生かした全職員経営参画による組織的で活力ある学校づくりを推

進する。

４ 学校職員としての情熱・専門性・人間性を高め、人権尊重の精神を基盤とした教育を推進する。

５ 保護者、地域、関係諸機関との連携を深め、地域に根ざした信頼される学校づくりを推進する。

６ 危機管理と環境整備に努め、安全で安心な学校づくりを推進する。

◎合言葉：「チーム福島」で全員参画

確かな学力の向上
○学力向上委員会の機能化
と組織的な取組

〇基礎的・基本的な知識・
技能の確実な習得

〇知識・技能を活用し思考
力等の力を高める

〇分かる喜びが実感できる
授業

○福島小スタンダードの授
業実践

〇教科担任制による質の高
い授業を提供

〇学習規律の徹底
〇家庭学習・読書習慣の徹
底

〇外国語活動の充実
〇図書館教育の充実
〇 9 年間の学びの継続

健やかな体づくり
○体育的活動の充実による運動

習慣の定着と運動の質的・量

的確保の徹底

・日常の授業の充実

・運動集会の充実

○健康教育や食育の充実による

基本的な生活習慣や望ましい

食習慣の定着

・保健課題解決のため、工夫を

施した学校保健会の実施

・栄養教諭による食育指導の推

進

・学級における食の大切さを育

てる学習の推進

安全づくり
○学校安全管理マニュアル

の共通理解による危機管

理の徹底

〇学校施設設備や通学路の

安全点検の徹底と問題点

への迅速な対応

○日常の安全指導と避難訓

練を通した危険予知回避

能力の育成

〇適切な予算執行による教

育環境の整備・充実

〇地域との連携による児童

の安心安全の確保

開かれた学校づくり・信頼される学校づくり（学校・家庭・地域との連携）
○各種通信やWebページを活用し、家庭・地域への積極的な情報発信 〇中学校及び保育所等と連携の強化
○外部人材の積極的活用等による学校支援センターの充実 〇学校評価・学校評議員制度を活用し学校課題を把握し改善を図ること

学校の課題
１基礎・基本の定着
２いじめの根絶
３組織で行う特別支援教
育の充実

４保健や給食などの健康
教育の充実

５家庭・地域との相互の
連携、人材の活用

教職員の資質の向上（活力ある学校づくり）
◇同僚性あふれる職員集団 ◇人事評価制度の活用 ◇実践的な校内研修の計画と実践 ◇服務規律の徹底

よ く 考 え
心 や さ し い
元 気 な 子


